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警察官になったきっかけを教えてください！ 

高校生の頃、友人たちと帰宅していた際に、公然わいせつの被害に遭いました。 

私たちはその場から走って逃げたため事なきを得たのですが、その犯人に対して許せな

いという気持ちを持ち、逃げることしかできなかったことを後悔しました。 

この出来事をきっかけに、警察官の仕事について考えるようになり、女性や子供を犯罪

から守る警察官になりたいと思いました。 

 

警察官のやりがいを教えてください！ 

 警察官は、事件や事故が発生すれば、昼夜を問わず現場に駆けつけ対応しなければなり

ません。被害者によっては、ショックで狼狽する人もいるため、まずは落ち着かせ話を聞

くことが大切で、寄り添う対応をこころがけています。被害者から感謝されたときは、警

察官になってよかったと実感します。 

 

「仕事における印象に残ったエピソード」について教えてください！ 

 私が警察署の生活安全課で勤務していたときの出来事です。 

 ある女性が「認知症を患う母親が帰ってこない」と警察署へ相談に訪れました。 

 すぐに、警察署一体となり、出来る限りの手を尽くし捜索にあたり、その結果、無事に

発見し保護をしました。親族からは、母親が無事に見つかったことで安心し、涙を流しな

がらお礼を述べられました。そのときの、親族の安堵する顔はとても印象に残っています。 

 

現在の職場環境について教えてください！ 

 現在は、人身安全対策課という部署で、ストーカー・DV事案、行方不明事案等を取り扱

います。仕事と子育てが両立しやすいように、仕事量や勤務時間を配慮してもらっており、

子育て支援休暇等の制度も整っているので、子どもが急に体調不良になっても、安心して

休暇を取得することができます。警察官とお母さんを両立できるイメージがあまりないと

思いますが、上司や同僚の理解もあり働きやすい職場環境ですので、女性も安心して警察

官を目指してほしいと思います。 

 

休日の過ごし方を教えてください！ 

 休日は、家族で過ごすことがほとんどです。平日は、仕事で家族とゆっくり過ごす時間

が少ないため、休日に家族と過ごす時間が、仕事への活力となっています。 

 

警察学校での生活について教えてください！ 

 警察学校では、第一線で働くために必要な知識と体力を備えるため、日々訓練等に励み

ました。きつい訓練もありましたが、同期と乗り越えた経験は、かけがえのないものであ

り、私の財産となっています。警察学校は、きつそうとか大変というイメージがあると思

いますが、それを共に乗り越える仲間との出会いは一生ものだと思います。 



 

後輩たちへのメッセージをお願いします！ 

 警察には、様々な部署があり、自分が活躍できる場所が必ず見つかると思います。 

 熱い気持ちを持った方をお待ちしています。 


